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国民健康保険の資格や医療費について　　町民課戸籍医療年金係　☎２－２４５３
国民健康保険税について　　　　　　　　税務課税務係　　　　　☎２－２４５２
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改革で変わる 国民健康保険
【その２】国民健康保険の財政状況について

　今回は、長万部町の国民健康保険財政について、簡単に説明したいと思います。
　国民健康保険は、現在、市町村単位で運営され、医療費や負担金等の支出を国保税や国・道などか
らの交付金でまかなっています。長万部町の国保会計をグラフにしてみました。

平成27年度国保会計収入の部【見込】

国民健康保険税
20％

前期高齢者
交付金
16％

繰入金
10％

共同事業
交付金
25％

道支出金
５％

療養給付費等
交付金
３％

国庫支出金
21％

総額　およそ
９億１千７百万円

平成27年度国保会計支出の部【見込】

前期高齢者・
後期高齢者負担金

９％

総額　およそ
10億３千３百万円

共同事業
拠出金
22％

給与・賦課徴収費など
２％

繰上充用
８％

保健事業ほか
１％

介護納付金
４％

保険給付
（医療費）
54％

　まず、収入の部を見てみましょう。
　繰入金とは、町で負担している分（法律で決まっている
最低限の分）です。
　全体の70%は、各交付金でまかなっています。

　一方、支出の部では、54%が医療費として使われ、
35%が負担金として支払われています。
　ご覧のとおり、収入額より支出額の方が大きく、この差
が赤字額となります。（1億１千６百万円）

　平成30年度に運営主体が都道府県単位へ移行する前に、
国民健康保険税限度額の見直しなど、健全な運営をするた
めにも町としても対策を講じなければなりません。
　赤字額を減らすためにも、健康診断を受けたり、食事に
気をつけるなど、病気の早期発見や予防につながり、結果、
医療費（自己負担）を抑えることにつながると思われます。

　皆様のご理解･ご協力をお願いします。


